
上里町女性会議の朗読劇の様子

女性団体連絡協議会と支援グループのみなさん

埼玉県上田知事が駆けつけ開会宣言！
コバトンと共に

あなたとともに
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シンボルマーク

　　　　　　　　　とは

県立の「ウィズ・ユーさいた
ま」とパートナーシップを持
つ意味であり「あなたととも
に」という意味です。

●男女共同参画社会を実現するために
「かみさと男女共同参画推進プラン」を策定しました …2

●女性の元気を応援しま～す！……………………………………4
●リレー随想…………………………………………………………5
●相談窓口のご案内…………………………………………………6

特集特集

2月5日㈮・6日㈯・7日㈰に開催されたWith You さいたまフェステバル　関連記事…６ページ
＊『コバトン』とは県民の鳥「シラコバト」をモチーフに誕生した「埼玉県のマスコット」です。『コバトン誕生秘話』は埼玉県ホームページをご覧ください。
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基本理念基本理念
認め合い認め合い
ともに創りともに創り
支えあうまち支えあうまち
かみさとかみさと

　

上
里
町
で
は
、
平
成
７
年
に
上
里

町
女
性
行
動
計
画
を
策
定
し
て
、
各
種

施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ

の
計
画
も
す
で
に
14
年
が
経
過
し
、

近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
新

た
な
課
題
や
問
題
に
対
応
す
る
た
め

『
認
め
合
い　

と
も
に
創
り　

支
え
あ

う
ま
ち　

か
み
さ
と
』
を
基
本
理
念

に
掲
げ
た
「
か
み
さ
と
男
女
共
同
参

画
推
進
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
男

女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
て
、

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
な
ど
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
町
民
の
皆
様
、

事
業
者
の
皆
様
と
協
働
し
て
積
極
的

に
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆

様
方
の
更
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

男女共同参画社会　を実現するためにを実現するために

上里町長

関根孝道

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
「
か
み
さ
と
男
女
共
同
参
画
推
進

め
に
「
か
み
さ
と
男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ン
」
が
あ
る
の
ね
！

プ
ラ
ン
」
が
あ
る
の
ね
！

み
ん
な
で
、
力
を
合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ

み
ん
な
で
、
力
を
合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
、
性
別
に

　

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
、
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
、
お
互
い
に
人
権
を
尊

か
か
わ
り
な
く
、
お
互
い
に
人
権
を
尊

重
し
、
責
任
も
分
か
ち
合
い
、「
自
分
ら

重
し
、
責
任
も
分
か
ち
合
い
、「
自
分
ら

し
く
」
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
の

し
く
」
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
の

こ
と
で
す
よ
〜
。

こ
と
で
す
よ
〜
。

かみさと男女共同参画推進プランはかみさと男女共同参画推進プランは
４つの基本目標からできています４つの基本目標からできています
計画期間　平成21（2009）～平成25（2013）年度計画期間　平成21（2009）～平成25（2013）年度

基本目標基本目標ⅣⅣ
計画の推進計画の推進

基本目標基本目標ⅡⅡ
あらゆる分野でのあらゆる分野での
男女共同参画男女共同参画
をすすめるをすすめる
環境づくり環境づくり

基本目標基本目標ⅠⅠ
男女共同参画男女共同参画
実現に向けた実現に向けた
意識づくり意識づくり

【１】 男女共同参画に関する【１】 男女共同参画に関する
意識啓発の推進意識啓発の推進

【２】 男女共同参画を育む男【２】 男女共同参画を育む男
女平等の教育、学習の女平等の教育、学習の
推進推進

【３】あらゆる暴力の根絶【３】あらゆる暴力の根絶

【１】 生涯を通じた健康支援【１】 生涯を通じた健康支援
の推進の推進

【２】 安心して暮らせる生活【２】 安心して暮らせる生活
への支援への支援

【１】 政策や方針の立案及び決定過【１】 政策や方針の立案及び決定過
程への男女共同参画程への男女共同参画

【２】 男女の家庭生活と地域活動と【２】 男女の家庭生活と地域活動と
の両立支援の両立支援

【３】 働く場における男女共同参画【３】 働く場における男女共同参画
の推進の推進

【４】国際交流の促進【４】国際交流の促進

【１】推進体制の確立【１】推進体制の確立

基本目標基本目標ⅢⅢ
誰もが健やかで誰もが健やかで
安心して暮らせる安心して暮らせる
男女共同参画の男女共同参画の
まちづくりまちづくり
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男女共同参画社会　を実現するために男女共同参画社会　特集特集
Ａ　

現
在
、
女
性
を
め
ぐ
る
法
制
度

の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
女
性
の
社
会

進
出
は
確
実
に
進
ん
で
き
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
、
雇
用
の
場
に
お
け
る
男
女
の
格

差
な
ど
、
根
強
く
残
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
等
に
対
す
る
暴
力

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
も
後

を
絶
た
ず
、
人
権
の
尊
重
を
前
提
と

し
た
真
の
男
女
平
等
を
目
指
す
た
め

に
は
、
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
到

来
や
、
社
会
経
済
の
急
激
な
変
化
、

情
報
化
、
国
際
化
の
進
展
等
に
よ
り
、

個
人
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
多
様
化
し
、
女
性
の
社
会
参
画
と

と
も
に
男
性
の
家
庭
や
地
域
参
画
も

欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
直
面
す
る
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
国
や
県
の
施
策
と
連

携
し
な
が
ら
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
「
か
み
さ
と
男
女

共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

※
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
…
「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い
う
よ
う
に
、
性
別
に
よ
っ

て
固
定
的
に
役
割
を
分
け
る
考
え
方
で
す
。

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
は
、
犯

罪
行
為
に
も
つ
な
が
る
人
権
侵
害
で

あ
り
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
阻

害
す
る
重
大
な
社
会
問
題
で
す
。

　

平
成
19
年
度
に
「
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
改
正
配
偶
者
暴
力
防
止
法
）」

が
施
行
さ
れ
、
市
町
村
に
お
け
る
基

本
計
画
の
策
定
が
努
力
義
務
化
さ
れ

る
な
ど
、
対
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
は
、
こ

の
基
本
計
画
を
本
計
画
と
一
体
的
に

策
定
し
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
の
根
絶
に
向
け

て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
暴
力
を

許
さ
な
い
社
会
意
識
の
醸
成
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

暴
力
に
対
処
す
る
た
め
、
相
談
か

ら
保
護
、
自
立
支
援
に
至
る
ま
で
総

合
的
な
対
策
を
図
り
、
被
害
者
が
相

談
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
関
係

機
関
と
の
連
携
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

女
性
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー
よ
り
…

　

児
童
虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待
、
性

的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト

（
保
護
の
怠
慢
、
養
育
の
放
棄
・
拒
否
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
配
偶
者
や
恋
人

に
対
す
る
暴
力
を
目
に
す
る
恐
怖
や
極

度
の
緊
張
が
与
え
る
心
理
的
な
ダ
メ
ー

ジ
は
心
理
的
虐
待
（
児
童
虐
待
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
第
2
条
第
4
号
「
児

童
に
著
し
い
心
理
的
外
傷
を
与
え
る
言

動
を
行
う
こ
と
」）
に
あ
た
り
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
Ｄ
Ⅴ
を
直
接
見
な
く
て

も
、
怒
鳴
り
声
や
、
物
を
床
に
投
げ
つ

け
る
音
な
ど
を
聞
い
て
、
び
く
び
く
し

た
り
、
母
親
の
不
安
定
な
精
神
状
態
を

感
じ
取
っ
た
り
と
、
親
が
思
っ
て
い
る

よ
り
も
暴
力
の
存
在
に
気
づ
き
、
深
く

傷
つ
い
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、情
緒
面
、

行
動
面
、
学
習
面
な
ど
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
で
あ
き

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
平
成
16
年
度
か
ら

児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
た
11
月

を
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
定

め
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
な
ど
と
協
働

し
て
児
童
虐
待
防
止
対
策
へ
の
取
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
策

が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
、
援

助
関
係
者
を
含
む
各
界
各
層
の
幅
広
い

国
民
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

「
か
み
さ
と
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.tow

n.kam
isato.saitam

a.jp/

ま
た
、
図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
、上
里
町
女
性
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

☎
０
４
９
５
│
35
│
１
３
５
７

ＱＱ  

な
ぜ
新
し
い
プ
ラ
ン
が

な
ぜ
新
し
い
プ
ラ
ン
が

  

必
要
な
の
で
す
か
？

必
要
な
の
で
す
か
？

か
み
さ
と
男
女
共
同
参
画

か
み
さ
と
男
女
共
同
参
画

推
進
プ
ラ
ン
の
一
部
を

推
進
プ
ラ
ン
の
一
部
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

子
ど
も
の
目
の
前
で
行
わ
れ
る
配
偶
者

子
ど
も
の
目
の
前
で
行
わ
れ
る
配
偶
者

に
対
す
る
暴
力
は
『
児
童
虐
待
』
で
す

に
対
す
る
暴
力
は
『
児
童
虐
待
』
で
す

児
童
虐
待
に
関
す
る
図
書
を
紹
介
し
ま
す

児
童
虐
待
に
関
す
る
図
書
を
紹
介
し
ま
す

こ
の
ほ
か
に
も
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
図
書
な
ど

こ
の
ほ
か
に
も
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
図
書
な
ど

多
数
提
供
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

多
数
提
供
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

「ＤＶ・虐待にさらされ
た子どものトラウマを
癒す」（ランディ・バン
クロフト/著
明石書店　2008年）

「ＤＶ・虐待加害者の実
態を知る」（ランディ・
バンクロフト/著
明石書店2008年）

「ＤＶにさらされる子
どもたち」（ランディ・
バンクロフト,ジェイ・
Ｇ・シルバーマン/著
金剛出版　2009年）

かみさと男女共同
参画推進プラン

お母さんと支援者のお母さんと支援者の
ためのガイドためのガイド

あなた自身の人生をあなた自身の人生を
取り戻すためのガイド取り戻すためのガイド

加害者としての親が家加害者としての親が家
族機能に及ぼす影響族機能に及ぼす影響



上里町では…

4

農業でいきいきと社会参画している設楽佳子さんを紹介します
　

忍
保
の
設
楽
佳
子
さ
ん
は
会
社
員
だ
っ

た
頃
に
、
町
青
年
会
で
知
り
合
っ
た
伊
佐

夫
さ
ん
と
結
婚
。
農
家
に
嫁
ぎ
4
人
の
子

ど
も
に
恵
ま
れ
10
年
間
は
子
育
て
に
専
念

し
、
そ
の
後
、
両
親
と
共
に
農
業
に
従
事

し
て
き
ま
し
た
。
農
業
形
態
は
ハ
ウ
ス
で

水
菜
、
露
地
で
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
キ
ャ
ベ

ツ
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
に

は
伊
佐
夫
さ
ん
と
の
間
で
、
※

家
族
経
営

協
定
を
結
び
、
経
営
に
も
参
画
し
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
農
業
女
性
と
し
て
農
業
委
員
を
3

年
間
務
め
、
積
極
的
に
社
会
参
画
も
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
農
業
女
性
会
議
所
の

会
長
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
は

じ
め
み
ん
な
の
協
力
に
支
え
ら
れ
、
会
議

の
と
き
な
ど
も
時
間
に
出
ら
れ
る
よ
う
配

慮
し
て
く
れ
る
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。「
健
康
な
ら
家
族
み
ん
な
で
で
き
る

し
、
採
り
た
て
新
鮮
な
野
菜
が
食
べ
ら
れ

る
農
業
は
い
い
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
答
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

※
家
族
経
営
協
定
…
家
族
で
取
組
む
農
業
経
営

の
方
針
や
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
、
就
業
条

件
・
就
業
環
境
な
ど
に
つ
い
て
家
族
み
ん
な
で

話
し
合
い
な
が
ら
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。

フレ
ー

フレ
ー

　フ
レー

　フ
レー

3月10日は「農山漁村女性の日」です 毎年3月1日～ 3月8日は「女性の健康週間」です

「
農
山
漁
村
女
性
の
日
」
と
は
…

　

農
山
漁
村
の
女
性
の
役
割
を
正
し
く
認
識
し
、

適
正
な
評
価
へ
の
気
運
を
高
め
、
女
性
の
能
力

の
一
層
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
昭
和
63
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
と
さ
れ
た
の
は
、
３
月
上
旬
は
、

農
林
漁
業
の
作
業
が
比
較
的
少
な
い
時
期
で
あ

り
農
山
漁
村
女
性
の
３
つ
の
能
力
（
知
恵
・

技
・
経
験
）
を
ト
ー
タ
ル
に
（
10
）
発
揮
し
て

欲
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
月
10
日
に
は
、
農
山
漁
村
の
女
性
の
日
記
念

の
集
い
が
、
よ
み
う
り
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代

田
区
）
に
て
午
前
10
時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
…
農
山
漁
村
女
性･

生
活
活
動
支

援
協
会

　

☎
０
３
│
５
７
７
７
│
５
３
８
３

「
女
性
の
健
康
週
間
」
と
は
…

　

女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明
る
く
、
充

実
し
た
日
々
を
自
立
し
て
過
ご
す
た
め
に
は
、

生
活
の
場
（
家
庭
、
地
域
、
職
域
、
学
校
）
を

通
じ
て
、
女
性
の
様
々
な
健
康
問
題
を
社
会
全

体
で
総
合
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
３
月
１
日
か
ら
３

月
８
日
ま
で
を
「
女
性
の
健
康
週
間
」と
定
め
、

女
性
の
健
康
づ
く
り
を
国
民
運
動
と
し
て
展
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
女
性
の
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
…
厚
生
労
働
省
健
康
局
総
務
課
生

活
習
慣
病
対
策
室

　

☎
０
３
│
５
２
５
３
│
１
１
１
１

水菜の作業に励むご両親　良一さん良枝さん水菜のハウス内で…

元気元気

設楽伊佐夫さん佳子さんご夫婦
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　№18号から引き続き、上里女性センター（ウィズ・ユー上里）開設以来、男女共同参画社会の実現に向けて日々ご活躍されていま
す上里町女性団体連絡協議会に加入している団体の代表者にお話を伺いました。

男女共同参画社会の実現を目指して！リレー随想

支援グループ活動報告支援グループ活動報告

上里町食生活
改善推進協議会

上里町
ボランティア連絡会

会長　斉藤　公代

会長　中久木惠美子

　

私
達
の
会
は
、
通
称
食
改
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
上
里
町
の
食
改
の
組
織
は
、
昭
和
45
年
4

月
に
設
立
発
足
し
て
40
余
年
に
至
り
歴
代
の
会

長
の
下
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。活
動
面
で
は
、

県
の
目
標
に
し
た
が
い
「
私
達
の
健
康
は
、
私

達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
を
通
し
た

生
涯
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
に
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
、
調
理
食
品
の
知
識
、
乳
製
品
利
用
の
料

理
、「
減
塩
テ
ー
プ
」
等
を
活
用
し
、
う
す
味
の

食
習
慣
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
定
例
料
理
教
室
（
毎
月

1
回
第
１
水
曜
日
）、
他
に
小
学
生
対
象
の
夏

休
み
お
や
こ
の
料
理
教
室
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

21
事
業
並
び
に
、栄
養
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
の
試
食
作
の
コ
ー

ナ
ー
や
、
各
地
区
「
公
民
館
ま
つ
り
」
を
は
じ

め
「
じ
ゃ
じ
ゃ
〜
ん
わ
ん
ぱ
く
合
宿
塾
」
の
食

事
作
り
に
、
上
里
町
乾
武
マ
ラ
ソ
ン
の
「
お
ふ

く
ろ
の
味
な
め
こ
汁
」
作
り
な
ど
に
も
参
加
協

力
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
な
め
こ
汁
に
関
し
て

は
、
参
加
者
や
応
援
す
る
方
々
に
親
し
ま
れ
寒

い
時
期
な
の
で
、
体
が
温
ま
り
楽
し
み
に
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

会
員
は
40
才
代
か
ら
、
70
才
代
の
幅
広
い
年

齢
層
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
定
例
料
理
教
室
の
時
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
是
非
見
学
に
来
て
下
さ
い
。

　

上
里
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
は
、19
団
体
、

延
べ
７
３
０
余
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
福
祉
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
防
災
等

の
分
野
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
所
属
し
て
い
る
「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
カ
ッ
コ
ー
の
会
」
は
、
広
報
か
み
さ
と
の

テ
ー
プ
収
録
、
老
人
施
設
訪
問
、
図
書
館
や
小

学
校
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。
子
供
た
ち
の
前
で
本
を
読
む
と
、
み
ん

な
真
剣
な
目
で
話
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
く
れ

ま
す
。そ
の
瞳
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、メ
ン
バ
ー

は
常
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
老
人
施
設
で
大

型
紙
芝
居
を
す
る
時
は
、
う
ま
く
出
来
る
か
と

て
も
心
配
な
の
で
す
が
、「
面
白
か
っ
た
よ
」「
楽

し
み
に
し
て
い
る
か
ら
又
来
て
お
く
れ
」
な
ど

と
嬉
し
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
く
と
、
そ
れ

は
も
う
感
激
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
冥
利
に
つ
き
る

と
い
う
も
の
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が

ら
、
ま
た
、
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
。

投
げ
る
人
が
い
て
受
け
る
人
が
い
る
。
受
け
た

人
が
今
度
は
投
げ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

「
心
と
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
年
齢
や
性
別
に
か
か
わ
り
な
く

「
お
互
い
を
敬
い
、
支
え
合
っ
て
生
き
る
」
男

女
共
同
参
画
の
思
い
と
通
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
大
切

に
、
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成21年10月4日㈰

七本木公民館・児童館・女性センター祭り

平成22年2月14日㈰支援グループ知っ得講座

「春を呼ぶ　桜草の苗の植付講座」

　当日、支援グループの展示スペースには、みな
さんが心を込めて制作した作品が飾られました。
どれも力作ばかりで、作品を観にきた方に説明し
たり、質問に答えたりと、大変にぎやかなお祭り
となりました。また、毎年恒例の廃油でつくった
『エコせっけん』販売も大好評でした。

　桜草栽培歴20年の髙橋　勝氏（支援グループ会
長）の指導のもと、参加者34名が桜草の苗の植付
かたを学びました。参加者からは「もう芽が少し
出ているので、花が咲くのがとても楽しみです」
とうれしそうに話をしていました。



〒369-0306　埼玉県児玉郡上里町大字七本木393
TEL.0495-35-1357　FAX.0495-34-2523　
E-mail  jinken@town.kamisato.saitama.jp　URL  http://www.town.kamisato.saitama.jp/

発行／編集　３月号（№21）平成22年３月１日発行
上里町女性センター（ウィズ・ユー・上里）・支援グループ

支援グループのみなさんが展示販売したステ
ンドグラスのペンダントトップやビーズのス
トラップは大盛況のうちに完売し、多くのみ
なさんと温かいふれあいができました。

意見をのべる参加者 井戸端会議の司会・廣瀬さん
コーディネーターの片倉さん

寸劇「男女共同参画」って何ですか？
寸劇のあとには井戸端会議も行われ

参加者との活発な意見交換会となりました。

●相談無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　●秘密厳守●●● 相談事業のご案内 ●●●

相談窓口 相談時間等 問合せ先・電話番号

上里町女性のための
総合相談（要予約）

【女性相談員による悩み事相談】
毎月第1～第４水曜日
13：00～16：00

【女性弁護士による法律相談】
平成22年度・計4回

４/21、７/21、11/17、２/16（予定）

上里町女性センター
（ウィズ・ユー上里）
☎0495-35-1357

埼玉県配偶者暴力
相談支援センター

月～土　９：30～20：30
日・祝　９：30～17：00
（12/29～１/3は除く）

埼玉県配偶者暴力相談
支援センター

☎048-863-6060

With You さいたま
相談室

月～土　10：00～20：30
年末年始　祝日　第3木曜日を除く

埼玉県男女共同参画推
進センター

☎048-600-3800

埼玉県北部地域振興
センター（熊谷市）
法律相談（要予約）

毎月第1・第3・第４水曜日
13：00～16：00
年末年始　祝日を除く

埼玉県北部地域振興
センター（熊谷市）
☎048-522-6506

ウィズ・ユー編集の使命にあたって！
　男女共同参画基本法に基づく「男女共同参画社会」の実現を目指し、女性センターを拠点に、各種団体によ
る諸活動が熱心に行われている。その活動状況を広く一般に伝えることにより、ひとりでも多くの方がこのこ
とを理解し実行に移すことにより実現が期待されると思う。
　毎号、個人・団体の代表者に登場いただき、活動状況を記載させて頂いていますが、必ずやその成果が出る
ものと確信し、一層の編集に励みたい。
　少子高齢化は、大きな社会問題になってきた。いまこそ世代や性別を超え、一層の協調と協和の精神が求め
られます。・・・頑張りましょう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウィズ・ユー編集委員会

編集会議風景
ウィズ・ユー編集委員のみなさん

大野幸江さんが男女共同参画アドバイザーに！

　このたび、神保原町の大野
幸江さんが、平成21年度埼玉
県男女共同参画アドバイザー
養成講座を受講され、アドバ
イザーになられました。男女
共同参画社会実現に向けて今
後の活躍が期待されます。ど
うぞよろしくお願いします。

寸
劇
を
演
じ
た
上
里
町

女
性
会
議
の
み
な
さ
ん

編集後記

行ってきました！With Y
ou さいたまフェスティバルへ


